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 概 要 版 
鎌倉市自治基本条例素案大綱（市民討議たたき台）
	自治基本条例の目的


　

０１　自治基本条例の目的

· この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民の権利と責務、議会、市長及び執行機関の権限と責務を明らかにし、市民、議会、市長及び執行機関が協力して市民自治を確立し、歴史と緑が生きる個性豊かなまち鎌倉をつくることを目的とする。

	条例の位置づけ


　
０２　最高規範性

· 自治基本条例は、鎌倉市の自治の基本を定める最高規範である。

鎌倉市の条例、規則等は自治基本条例の趣旨を逸脱してはならない。

	用語の定義


　　　　　　　　

　

０３　市民

· この条例で市民とは、国籍、年齢を問わず、鎌倉市に居住する者、在勤・在学する者、鎌倉での事業者、地権者、市民活動団体、法人等をいう。

０４　参加

· この条例において、参加とは、市民が市政に主体的に関わり行動することをいう。

０５　参画

· この条例では、参画とは、市の政策形成や実施、評価のすべての段階に参加することをいう。

０６　協働

· この条例で、協働とは、市民、議会、市長・行政がそれぞれの役割と責任のもとに、互いの自主性を尊重し、対等・平等の関係で連携協力をはかることをいう。

	鎌倉市における市民自治


　　　　
０７　市民自治の基本理念

· 鎌倉市における市民自治の基本理念は次に掲げるものとする。

（1） 市民は、自治の主人公であることを深く自覚し行動する。

（2） 市民は、市民自らの責任において、鎌倉のまちが、平和なうちに、健康で豊かな市民生活を保障し、歴史的遺産と自然及び生活環境を守るまちとして発展するように努める。
（3） 市民は、この目的を果たすため、市民の総意で市を設立し、自治の一部を議会、市長に信託し、市民は市政に進んで参加する。

（4） 市は、国及び神奈川県と対等な関係で役割分担を担い、自主、自立の立場を堅持して市政運営をはかる。
０８　市民自治の基本原則

· 市民、議会、市長・行政機関は次に掲げる原則に基づいて自治運営を行う。

（1） 情報公開、情報共有の原則
（2） 市民参加・参画の原則
（3） 協働の原則

（4） 法令の自主解釈・運用の原則
（5） 財政自治の原則
（6） 国及び県との対等・協力の原則
	市民の権利と責務


０９　市民の権利
○　市民は次に掲げる権利を有する。

1 市民は、すべて人間として尊重され、平和の内に、健康で文化的な生活を営む権利を有する。
2 市民は、政策の形成、執行、評価の課程に参加する権利を有する。

3 市民は、情報を共有する権利を有する。

4 市民は、市政に意見表明を行い、提案する権利を有する。

5 市民は、行政サービスを受ける権利を有する。

１０　市民の責務

· 市民は次に掲げる責務を有する。

1 市民は、互いに自由と人権を尊重し、友愛と連帯意識を深めるものとする。
2 市民は、市政に進んで参加すると共に、参加にあたっては、自らの発言と行動に責任を持つ責務を有する。
3 市民は、鎌倉の歴史的遺産と自然を守るとともに、住みよい環境づくり、鎌倉らしい都市景観をつくりだす責務を有する。

4 市民は、行政運営に伴う負担を分担する責務を有する。

１１　子ども

· 子どもは、「子どもの権利条約」に定める権利を有し、健やかに育つために必要な支援を受けることができる。

子どもは、社会の一員であり、まちづくりに参加する権利を有する。
１２　事業者の責務

· 事業者は、地域社会を構成する一員としての社会的責任を自覚し、暮らしやすい地域社会の実現に努めることとする。

市は、地域福祉の充実や地域経済の振興をはかる立場から、事業者に対する社会的に必要な支援を行い、協働の努力をすることとする。

	自治を進めるしくみ


１３　情報公開１
· 市、議会の保有する情報は市民の共有財産である。

これらの情報は原則公開するものとする。

１４　情報公開２

· 市、議会、市の出資法人、指定管理者、市の委託先事業者等は、その保有する情報を市民にとってわかりやすいかたちで公開するものとする。

１５　情報公開３

· 市民は、市や議会の情報を開示するよう求める権利を有する。

１６　説明責任

· 市長・行政、議会はその施策の計画、決定、執行、評価について説明責任を果たさなければならない。

１７　個人情報保護

· 個人情報は原則保護されなければならない。

１８　住民投票

· 市政の重要課題について住民投票を行う。住民投票については別途条例で定めるものとする。

１９　市民意見公募制度（パブリックコメント）
· 市が政策を形成するにあたっては、その内容について、事前に市民の意見を聞き、市民の意見に誠実に応えなければならない。その手続きについては別途条例で定めた手続きによる。
２０　市民委員会

· 市は重要な施策に関し、市民公募を含む委員で構成する市民委員会を設置する。

市民委員会は、市民の声を充分に聞き、議論し、報告をまとめるものとする。

市は、この報告を尊重し施策を行う。

	市長・行政


２１　市長の設置

· 鎌倉市に、市民の公正な選挙によって選出する市長を置く。

２２　市長の責務
· 市長は、地方自治の本旨に則り、かつ本条例の趣旨を尊重し、市民の負託に応えなければならない。

市長は、公正かつ誠実に市政の運営を行うにあたり、市民に対する政治的責任を果たさなければならない。

市長は、世界に誇る武家の古都・鎌倉を活かし、守り、育てる責務を負う。

２３　執行機関の責務

· 市長が代表する市の執行機関並びに各行政委員会はこの条例を遵守し、市民の負託に応えなければならない。

２４　職員の責務

· 職員は、本条例の趣旨を尊重し、市民に対し、誠実に職務を執行しなければならない。

職員は、絶えず自己研鑽に努め、自らの職務を公正、誠実に果たすと共に、市行政が市民から信頼されるように努めなければならない。

２５　法令遵守（コンプライアンス）
· 市長及び職員は、法令遵守の義務を負い、社会的責任を果たすものとする。

２６　法令の自主解釈

· 市は、法令の解釈にあたっては、市民の立場に立った解釈を行うこととする。

条例、規則の制定にあたっても、市民の立場での上書き権を行使することができる。

２７　財政運営

· 財政運営は、最小の経費で最大の効果を上げなければならない。
市は、予算の編成過程、執行段階、決算への市民参加により、市民に開かれた財政運営を行わなければならない。

市は、予算編成、執行過程、決算について、市民にわかりやすく公表するものとする。

市は、財政自主権の確立に努めなければならない。

２８　総合計画

· 市は、市の施策施行の基本となる総合計画を策定しなければならない。

総合計画策定にあたっては、市は市民との協働で作成し、議会の承認を得るものとする。

総合計画の変更にあたっては、市民の意向を尊重するものとする。

市は、総合計画の進捗状況を公表すると共に、評価を行わなければならない。評価は公正に行わなければならない。

２９　附属機関等

· 市の附属機関およびそれに準ずる組織は、その委員の選任にあたっては公募による委員を加えなければならない。

審議の経過については原則公開とする。

答申・報告については、諮問者は誠実に実行するものとする。

３０　出資団体、指定管理者等

· 市が出資した団体、指定管理者、補助金受給団体等並びに市が委託をした事業者等は本条例を遵守し、情報公開を行うなど市民の負託に応えることとする。
	行政の評価


３１　政策評価

· 市長・執行機関は、絶えず行政の自己評価を行わなければならない。

評価は自ら行うことだけでなく、専門家・市民等による政策評価委員会を設置し、政策評価を行うものとする。

政策評価委員会は公正に政策評価を行い、その結果を市民に公表する。

市長・執行機関は評価の結果について、誠実に受けとめなければならない。

３２　監査

· 監査委員は誠実に監査を行わなければならない。監査結果は公表するものとする。
外部監査制度を導入し、専門家による包括的な監査を行うものとする。包括監査の結果は公表する。

３３　協働施策の評価

· 市民・市・議会が協働して行う施策について、協働して行う団体が自己評価することは当然として、第三者による評価システムを確立する。評価の結果は市民に公表する。

	議　会


３４　議会の設置
· 鎌倉市に市民の正当で公正な選挙により選出された市議会議員で構成された市議会を設置する。
３５　議会の役割と責務

· 議会は、市民の意思を踏まえて合議し、決定する市民の代表機関である。
議会は、行政の基本を決定する議決機関であり、また、市民の立場に立って行政・執行機関を抑制、監視するチェック機関である。
議会は、会議を公開し、情報を提供し、説明責任を果たす。

議会は、市民と議会をつなぐ活動を積極的に行い、市民の意思を踏まえて政策や条例の立案と提案を積極的に行う。

議会は、清潔な市政をめざし政治倫理の確立につとめる。
３６　議員の責務

· 議員は、市民の中に入り、市民の声をよく聞き、その声と心を代表する立場に立って職務を遂行する。
議員は、政策立案や政策提言ができるよう自己研鑽につとめる。
議員は、調査権を活用し、市政監視の責務を果たす。

議員は、議会活動や市政情報について市民にわかりやすく報告する。
議員は、清潔を旨とし、「政治とカネ」に対する市民の不信を払拭する。
３７　議会と長の在り方

· 議会と長は、それぞれが市民の代表としての責務を果たし、二次元代表制が生きる市民の市政実現につとめる。

議会は、立法府としての本領を発揮して市民自治確立の主導的な役割を果たすよう力をつくす。

市長・執行機関は、議会に対し説明責任を果たし、ともに市民自治の確立をはかる。

議会は、市長等の反問権を保障し、自由な討議を行う。
市長・執行機関は、議会の提案に対し誠実に応えるものとする。

３８　議会と市民の関係

· 議会は、定例会ごとに市民に対し、その審議の内容等について説明する機会を設けるものとする。

	コミュニティー


３９　市民の自発的活動

· 市民は、自発的な地域組織や市民活動の主体として、住みよい地域づくりに積極的に関わるものとする。
市民は、このような活動を通じ、自治の担い手としてのコミュニティーの育成につとめる。
４０　地域組織

○　市民は、地域における多様なつながりを基礎とした組織（自治会・町内会等）・自主的団体の役割を認識し、これを尊重するよう努めるものとする。
地域における組織・団体の構成員は、互いの自主性を尊重し住みよい地域づくりにつとめる。
市は、地域で活動する組織・団体の主体性を尊重すると共に、その活動を支援する。
４１　市民活動団体等

· ボランティアや市民活動団体は、主体性、自立性を持って活動する。その活動はお互いに尊重しなければならない。

市は、自発的な非営利の市民活動団体等を尊重し、その基盤整備に協力し、公共の福祉を実現するために協働するものとする。
	協働のまちづくり


４２　協働のまちづくり

· 市民（地域組織や市民活動団体を含む）及び市議会並びに市は、それぞれの特性を活かし、お互いを尊重し合い、協働でまちづくりに取り組むものとする。

市は、協働のまちづくりを進めるにあたり、地域組織や市民活動団体等多様な主体が情報や意見を交換し、相互の調整や意思形成がはかれるよう、開かれた場と機会の提供につとめなければならない。
	環境及びまちづくりの指針


４３　都市環境の保全・創造
· 市は危機に瀕する地球環境、鎌倉の自然環境、都市景観を保全するための特段の措置を講ずる責務を負う。

	国その他の機関との関係


４４　国その他の機関との関係
· 市及び市議会は、国及び神奈川県と対等・協力の関係にあることを踏まえ、適切に役割分担することにより、自立した鎌倉らしいまちづくりに努めるものとする。

市及び議会は、共通課題又は広域課題について、近隣自治体等と相互理解のうえ、連携協力してまちづくりを進めるものとする。

	条例推進のしくみ


４５　自治基本条例推進会議

· 自治基本条例は、市民、市長・行政、議会の連携協力で絶えず推進・啓発されなければならない。

そのために、市民、市長・行政、議会で構成する自治基本条例推進会議を設置する。

自治基本条例推進会議は、本条例が着実に推進されていることを検証し、その結果を公表する。
	本条例の改廃手続き


４６　条例の改廃手続き

· 本条例を改廃しようとするときは、条例制定の経過に鑑み、市民参加による論議を保障し、その結果を尊重しなければならない。

市長、議会は改廃しようと発議するときは、上記の手続きをとるものとする。
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